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問．次
つぎ

の文章
ぶんしょう

は、「スマートフォンの影響
えいきょう

」について脳科
のうか

学者
がくしゃ

が説明
せつめい

した文章
ぶんしょう

です。 

①この文章
ぶんしょう

を読
よ

んで、内容
ないよう

を 200字
じ

以下
い か

で 短
みじか

くまとめてください。 

②続
つづ

けて、この文章
ぶんしょう

の内容
ないよう

を取
と

り上
あ

げながら、スマートフォンの利用
り よ う

について、親
おや

や国
くに

が子
こ

ども

に対
たい

するルールを作
つく

るほうがいいか、作
つく

らないほうがいいか、あなたの意見
いけん

を書
か

いてください。

400字
じ

以上
いじょう

、600字
じ

以下
い か

で書
か

いてください。その意見
いけん

の理由
りゆ う

も具体的
ぐたいてき

に書
か

いてください（句
く

読点
とうてん

も１字
じ

として数
かぞ

えます）。 

 

オーストラリア政府
せいふ

がついに１６歳
さい

未満
みまん

の SNS使用
しよう

を規制
きせい

しようとしています。悪
わる

い影 響
えいきょう

があ

るとは知
し

りつつ、スマホ注１を使
つか

ってしまう人
ひと

も多
おお

いはずです。実
じつ

は、スマホが 最
もっと

も悪
わる

い影 響
えいきょう

を

与
あた

えるのは、人間
にんげん

らしさを作
つく

る、脳
のう

の前頭
ぜんとう

前野
ぜんや

注 2です。 

前頭
ぜんとう

前野
ぜんや

は、 考
かんが

える、理解
りかい

するといった子
こ

どもたちが勉 強
べんきょう

で使
つか

う 働
はたら

きや、人
ひと

とのコミュニ

ケーション、感 情
かんじょう

のコントロール
c o n t r o l

などに大
おお

きくかかわっています。これまでの研 究
けんきゅう

で、スマホを

使
つか

う時間
じかん

が長
なが

い子
こ

は勉 強
べんきょう

時間
じかん

や睡眠
すいみん

時間
じかん

とは関係
かんけい

なく学 力
がくりょく

が下
さ

がることや、脳
のう

の幅広
はばひろ

い部分
ぶぶん

がほとんど発達
はったつ

しないことなどがわかってきました。 

脳
のう

は本来
ほんらい

ひとつのことにしか 集 中
しゅうちゅう

できませんが、スマホは多機能
たきのう

ですから、 集 中 力
しゅうちゅうりょく

に

影 響
えいきょう

が出
で

ます。海 外
かいがい

の研 究
けんきゅう

では、現代
げんだい

の人間
にんげん

の 集 中 力
しゅうちゅうりょく

は「金魚
きんぎょ

注３以下
い か

」だという結果
けっか

も出
で

ています。 

また、何
なに

かを調
しら

べる際
さい

も、紙
かみ

の辞書
じしょ

を使
つか

うかスマホで見
み

るかで、前頭
ぜんとう

前野
ぜんや

の動
うご

きがまったく

違
ちが

います。ものごとを覚
おぼ

えておいて、必要
ひつよう

なときに思
おも

いだすというのは、大変
たいへん

な作業
さぎょう

なので、そ

れをスマホがやってくれるなら任
まか

せよう、と脳
のう

は判断
はんだん

するのです。 



 

 

ですから、スマホを使
つか

う目
もく

的
てき

が、情 報
じょうほう

を得
え

ることなのか、学 習
がくしゅう

することなのか、それを 考
かんが

え

て、辞書
じしょ

とスマホを使
つか

い分
わ

けることが大切
たいせつ

です。 また、親
おや

はこれらのリスク
r i s k

をわかった上
うえ

で、子
こ

ど

もにスマホを与
あた

えないと無責任
むせきにん

です。 

また、脳
のう

は使
つか

えば育
そだ

ち、使
つか

わなければどんどんダメになっていきます。使
つか

うためには読書
どくしょ

や、

他人
たにん

とのコミュニケーション、適度
てきど

な運動
うんどう

が大 切
たいせつ

です。 私
わたし

たちはスマホに使
つか

われるのではなく、

何
なん

のために使
つか

うのか、目的
もくてき

を明確
めいかく

にする必要
ひつよう

があります。 

とりわけ子
こ

どもたちには、１日
にち

の使用
しよう

時間
じかん

など自分
じぶん

でルールを作
つく

らせ、それを守
まも

らせることが

大切
たいせつ

です。やはり、オーストラリアのような規制
きせい

も議論
ぎろん

すべきでしょう。 

 

注
ちゅう

１ ス マ ホ  ： スマートフォン(Smartphone)の 短
みじか

い 形
かたち

 

注
ちゅう

２ 前頭前
ぜんとうぜん

野
や

 : 人間
にんげん

の、脳
のう

の前
まえ

の部分
ぶぶん

の名前
なまえ

 

注
ちゅう

３ 金 魚
き ん ぎ ょ

 : 魚
さかな

の一
ひと

つの種類
しゅるい

 

 

（出典
しゅってん

：「ついついスマホ・・・ 脳
のう

にどんな影響
えいきょう

が？」 『朝日
あ さ ひ

新聞
しんぶん

』2024年
ねん

12月
がつ

4日
にち

朝刊
ちょうかん

。なお、

問題
もんだい

作成
さくせい

のため、一部
い ち ぶ

省略
しょうりゃく

・改変
かいへん

した。）承諾番号（26-0371） 

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる 


